
養液栽培ホウレンソウで発生するオルピディウム根腐病の
病原性評価および防除法の開発

目的 オルピディウム根腐病の防除法を確立するための病原性評価および発生生態の解明

今後の展望 小規模試験において低pHを維持することで病徴が軽減されることが明らかになった。
今後は規模を拡大した現場に近い条件で防除法としての確立を目指す。

土耕ではマクワウリを維持植物として用いていることに着目(守川 2005)
・マクワウリで安定した培養・維持に成功

・感染源となる遊走子 (移動性の胞子)の
安定した獲得に成功

・1つの遊走子のうに由来する単系統分離株
を2菌株維持（大阪・静岡）

1. 純粋系統株の維持・培養法の検討

本病害に関与するO. virulentusの培養法を確立

近年、養液栽培においてホウレンソウの根が黒変し、地上部の生育が著しく抑制
されるオルピディウム根腐病が報告された (西村ら 2019)。本病害の原因菌である
Olpidium virulentusは培養に植物体を必要とする絶対寄生菌であり、養液栽培条件
下では菌株の培養法が確立されていない。そのため定量的な病原性評価が行われ
ておらず、防除法の開発が進んでいない。

背景と課題

（西村 2021）

感染源 (遊走子液)を養液栽培ホウレンソウに接種2. 病原性評価
地上部乾物重 (g)

約37%減

根重量(g)

約60%減

SPAD値(葉緑素量の指標)

約21%減

本研究による培養法により病徴再現に成功

・根の黒変
・生育抑制

接種区 無接種区接種区 無接種区
接種区 無接種区

接種区 無接種区

養液pHを低下させることで病徴が軽減
pH5.0ではSPAD値の減少量低下
地上部乾物重・根重量有意差なし

3. 養液pHの影響 低pH土壌では遊走子放出が抑制 (Iwamoto et al. 2017) 地上部乾物重 (g) 根重量(g) SPAD値
(pH5.0) (pH5.0) (pH5.0)

pH5.0 pH6.0 pH7.0
接種区 無接種区 接種区 無接種区接種区無接種区
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罹病植物から病原体を検出

病原体

純粋培養 再接種すると同じ病気が発症

接種

分離

病原体

同じ病原体が再び
取り出せる (再分離)

植物病理学における病原体の同定：コッホの原則 絶対寄生菌：増殖に植物体が必要
完全な無菌状態は理論上不可能

目的の病原体以外の病原体が混入
しない条件を探す

植物病理学 第2版 (2019 大木 理) を改変
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